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　長基線ニュートリノ振動実験OPERAは、欧州原子核研究機構CERNから平均17Gevのνµビーム

730を打ち出して、 km離れたイタリアのGran Sasso地下研究所のOPERA検出器へ照射し、
ニュートリノ振動により現れたντが起こす反応を原子核乾板中で検出する実験である。原子核

ν乾板に写っている飛跡を飛跡自動読取装置で読み出す。本研究では、 µからντへ振動したこと
を証明する反応を捉えるために、読み出されたデータを用いて、それらしい反応を選び出すプ
ログラムを作成し、検証を行った。


